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住宅屋根のリフォーム

水辺の森　秋のフォレストウォーキング

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
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そ
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 町長

納付金の仮算定が
示された　

国保広域化への
準備状況は

 町長

積極的に「ぱる」の
活動を支援したい

協働による
まちづくり推進を

質
問
活
動
拠
点
と
な
る
住
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ぱ
る
の

実
績
と
、
今
後
の
課
題
、
期
待
は
ど

う
か
。

答
弁
町
長
　
登
録
団
体
は
昨
年
度

末
で
85
団
体
、
個
人
登
録
は

48
名
で
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
等
と
の
架
け
橋
と

な
り
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
大
学
や
高
校
、
企

業
と
の
連
携
体
制
づ
く
り
の
強
化
が

必
要
に
な
る
。
ま
す
ま
す
少
子
高
齢

化
が
進
む
地
域
で
、
住
民
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
に
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
は
積
極
的
に
ぱ
る
の
活
動

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
問
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提

案
事
業
の
成
果
と
今
後
の
予

算
確
保
は
ど
う
か
。

答
弁
町
長
　「
水
辺
の
森
を
愛
す

る
会
」
等
が
継
続
し
て
活
発

に
活
動
し
て
い
る
。

答
弁
経
営
企
画
課
長
　
基
金
を
創

設
し
運
用
し
て
お
り
、
概
ね

今
後
10
年
程
度
の
財
源
の
裏
付
け
は

で
き
て
い
る
。

地
域
資
源
の
再
評
価
と

観
光
資
源
化
を
求
む

　

質
問
蔵
や
古
民
家
、歴
史
的
資
源
、

空
き
家
等
の
保
存
、
再
生
、

活
用
を
、
将
来
へ
の
積
極
的
投
資
と

し
て
考
え
て
ほ
し
い
。

答
弁
町
長
　
玉
村
八
幡
宮
や
赤
煉

瓦
倉
庫
、
井
田
酒
店
主
屋
・

酒
蔵
周
辺
を
歴
史
的
交
流
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
、
住
民
と
来
町
者
が
集

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
空
間
と
し
て
再

生
を
図
る
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

し
、
保
存
す
る
価
値
は
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
町
内
に
は
多
く
の
建
物
等
が

あ
る
た
め
、
活
用
方
法
や
保
存
方
法

な
ど
を
含
め
研
究
し
て
い
く
。

　
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
町

が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
他
の
施
策
と
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
空
き
家
対
策
計
画
を
策
定

す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問
「
ぐ
ん
ま
み
ら
い
カ
フ
ェ

＠
玉
村
町
」
に
、『
玉
村
町

の
未
来
図
・
家
族
サ
イ
ズ
の
ま
ち
』

と
し
て
新
し
い
未
来
像
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
に
活

用
で
き
な
い
か
。

答
弁

町
長

　
町
と
し
て
は
、
玉

村
町
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち

（
※
１
）
推
進
事
業
に
お
い
て
、
魅
力

の
発
見
、
創
造
、
発
信
の
協
議
を
進

め
て
い
る
。

※
１
【
玉
村
町
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち
と
は
】

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま
で
の
幅
広

い
年
齢
層
に
対
応
す
る
玉
村
町
独
自
の
Ｃ
Ｃ

Ｒ
Ｃ
構
想
。
健
康
時
か
ら
介
護
時
ま
で
継
続

的
に
ケ
ア
を
提
供
す
る
共
同
体
を
「
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｃ
」
と
い
い
、
国
は
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
を
「
生

涯
活
躍
の
ま
ち
」
と
名
づ
け
、
地
方
創
生
の

柱
と
し
て
い
る
。

質
問
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
の
運
営
主
体
が
県
単
位

と
な
る
が
、
準
備
状
況
は
。

答
弁
町
長

　
11
月
に
県
国
保
運
営

協
議
会
に
お
い
て
、
各
市
町

村
の
30
年
度
国
民
健
康
保
険
納
付
金

の
試
算
が
示
さ
れ
た
。

質
問
国
保
広
域
化
に
よ
る
国
保
税

の
負
担
増
は
な
い
か
。

答
弁
町
長

　
30
年
度
の
納
付
額
は

10
億
５
２
３
６
万
円
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
税
率
は
、
２
月
の
町

国
保
運
営
協
議
会
の
場
に
お
い
て
検

討
し
て
い
く
。

質
問
福
祉
の
向
上
、
健
康
増
進
と

い
う
自
治
体
の
最
重
要
機
能

が
損
な
わ
れ
る
懸
念
は
な
い
か
。

答
弁
町
長

　
国
保
広
域
化
後
も
特

定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
助
成

な
ど
の
保
健
事
業
に
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

再
開
を

質
問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
再

開
で
地
域
経
済
活
性
化
を
。

答
弁
町
長

　
こ
の
制
度
は
、
地
域

経
済
活
性
化
の
推
進
を
目
的

に
、
緊
急
経
済
対
策
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
平
成
26
年
度
で
終

了
し
て
い
る
。
４
年
間
で
１
４
１
７

件
の
利
用
が
あ
り
、
工
事
費
も
12
億

円
と
活
用
さ
れ
た
。

質
問
３
年
が
経
過
し
、
新
た
な
需

要
も
期
待
で
き
る
の
で
は
。

答
弁
町
長

　
地
域
経
済
の
活
性
化

は
、
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
町
民
ニ
ー
ズ
や
財
政

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
制
度
再
開
を

検
討
し
た
い
。

勤
労
者
セ
ン
タ
ー
の
存
続

に
つ
い
て
問
う

質
問
町
は
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
を
Ｊ

Ａ
に
返
還
し
、
世
代
交
流
多

目
的
施
設
（
※
１
）
を
建
設
す
る
と
し

て
い
た
が
、
方
針
を
転
換
す
る
の
か
。

答
弁
町
長
　
財
政
状
況
が
厳
し
い

中
、
代
替
施
設
の
建
設
や
既

存
施
設
の
解
体
に
は
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
新
た
な
施
設
の

建
設
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。
そ
こ

で
、
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
敷
地
の
譲
渡

を
Ｊ
Ａ
に
申
し
入
れ
、
勤
労
者
セ
ン

タ
ー
施
設
の
継
続
使
用
を
図
り
た
い
。

質
問
Ｊ
Ａ
の
支
所
統
合
に
よ
っ
て

役
場
周
辺
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
の
存
続
は
大

い
に
意
義
が
あ
る
。

答
弁
町
長

　
10
月
６
日
に
Ｊ
Ａ
佐

波
伊
勢
崎
に
用
地
取
得
の
協

議
を
申
し
入
れ
た
。
11
月
１
日
に
、

協
議
受
け
入
れ
の
回
答
を
も
ら
い
、

協
議
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
し
て
い
ま
す

• 

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
方
針
と
重

点
項
目
に
つ
い
て
問
う

※
１
【
世
代
交
流
多
目
的
施
設
と
は
】

11
ペ
ー
ジ
を
参
照


